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＜免責事項＞

本資料は、業績及びグループ事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、CSK及び当社グループ会社
の株式の購入や売却を勧誘するものではありません。本説明会及び資料の内容には、将来の業績に関する意見
や予測等の情報を掲載することがありますが、これらの情報は、資料作成時点の当社の判断に基づいて作成され
ております。よって、その実現・達成を約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。本資
料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。また、本資料の無断での複製、転
送等を行わないようにお願い致します。
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業績業績サマリーサマリー

（単位：億円）
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決算のポイント決算のポイント

■ 売上高、営業利益

・ 受注高は、下期に入り受注改善の傾向がみられるも、上期低迷の影響から情報サービス全
体では前期比微減（△1.3％）となる。

・ 一方、受注残高は、下期を中心にサービス、商業、化学・医薬、金融分野での受注に改善
傾向がみられ、受注残高の前期比は、ＢＰＯ＋26.3％、ＩＴマネジメント＋10.3％、
システム開発＋2.2％となり、情報サービス全体では、＋8.8％。

・ 売上高は、情報サービス事業への集中および金融系事業からの撤退等の方針実行に伴う
売上高減少（コスモ証券の譲渡等△203億円）、景気の先行き不透明感による顧客企業の
投資案件先送り、株式市況の低迷に伴う証券会社向けサービスの減少等の影響により、
前期比△17.2％の減収。

・ 営業利益は、前期より取り組んだ金融サービス事業からの撤退、コスト構造の見直し等
により、前期比＋67.7％の増益となり、営業利益率は2.5ポイント改善の5％に。

■ 受注高、受注残高
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■■営業営業利益利益のセグメント別内訳のセグメント別内訳

（単位：億円）
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販売管理費・営業外損益の内訳販売管理費・営業外損益の内訳

（単位：億円）
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特別損益特別損益の内訳の内訳

（単位：億円）
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セグメント別セグメント別業績業績

（単位：億円）

※当期より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等の
開示に関する会計基準の適用指針」を適用しており、過年度の数値は、当該会計
基準適用後のセグメントに組替えています。

※情報サービスは、報告セグメントのうちＢＰＯ・ＩＴマネジメント・システム開発を合算
したものです。

※その他は、報告セグメントに含まれない「ベンチャーキャピタル事業、投資信託委託
業等」であり、前期には証券事業を含んでいます。

（単位：億円）



8© CSK CORPORATION. All rights reserved.

■■ 情報サービス情報サービス

情報サービス ： 売上高 △7.2％、 営業利益 △12.8％

電気・精密や輸送用機器向け等一部増加もみられるが、主に金融･保険向けや通信が減少し減収･減益。

BPO

ITマネジメント

システム開発

： コンタクトセンター事業および検証事業において、既存顧客の拡大により増収。

事業拡大に向けた先行費用の増加により営業利益は横ばい。

： データセンター関連は順調に推移するも、システム運用や機器販売の減少により

減収減益。

： 証券会社向けサービスの減少、金融・保険等での投資案件の先送り等により減収減益。

（単位：億円）
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■■ 情報サービス情報サービス －受注高、受注残高－－受注高、受注残高－

： ＋46億円 ＋15.5％

（上期＋30億円＋25.2％、下期＋16億円＋9.0％）

ソフトウェアベンダーや電子機器メーカー等において

年間通じ受注案件が拡大。

： △0.8億円 △0.2％

（上期△2億円△1.2％、下期＋1億円＋0.6％）

上期のビハインドを、下期のアウトソーシング案件の

積み上がりでカバーし、ほぼ前期並み。

： △66億円 △7.2％

（上期△90億円△18.8％、下期＋24億円＋5.5％）

上期の証券会社向けの影響大きく、通期でマイナス。

ただし、下期は受注案件増加し、前期比プラスを確保。

受注高 ： △20億円 △1.3％（上期△62億円△8.1％、下期+41億円+5.0％）

BPO

ITマネジメント

システム開発

受注残高 ： ＋65億円、＋8.8％

BPO ： ＋31億円、＋26.3％

PCメーカー、ソフトウェアベンダー向け

テクニカルサポートが拡大。

ITマネジメント ： ＋25億円、＋10.3％

3Q会計期間に大型のアウトソーシング案件獲得に

より増加。

システム開発 ： ＋8億円、＋2.2％

損保向けを中心とした金融･保険向けが

増加し、受注残はプラス。

（単位：億円）（単位：億円）
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■■ 情報サービス情報サービス －業種別売上高－業種別売上高 （外部売上）－（外部売上）－

※ 業種別売上高は、「BPO」「ITマネジメント」「システム開発」の合算値

（単位：億円）



11© CSK CORPORATION. All rights reserved.

プリペイドカード ： 売上高 ＋12.6％、営業利益 ＋140.0％

・クオカード利用可能な加盟店店舗数の増加施策やギフト
カードの発行増加、加えて、エコポイントの交換需要等
により、カード発行関連売上、機器販売、カード預り金
運用収益が増加し、増収・増益。

※報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ベンチャーキャピタル事業、

投資信託委託業等を含んでいます。また、前期は証券事業を含んでいます。

その他 ： 売上高 △97.8％、営業損失 2億円

コスモ証券を連結除外したことにより、減収。

金融サービス事業の撤退により、赤字が縮小。

■証券事業、金融サービス事業からの撤退の進捗状況

2010/4   コスモ証券 全株式を譲渡
2010/9   CSKベンチャーキャピタル 持分法適用会社へ
2010/10 プラザアセットマネジメント 全株式を譲渡

■■ プリペイドカード、その他プリペイドカード、その他

（単位：億円）その他プリペイドカード （単位：億円）
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キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

（単位：億円）
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有利子負債の残高有利子負債の残高

※ CSK単体の有利子負債額

（単位：億円）
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売上高 1,695         1,403         1,420         16             1.1%

営業利益 41             70             73             2               4.2%

  営業利益率 2.5% 5.0% 5.1% 0.2% -

経常利益 29             32             72             39             121.3%

当期純利益 △591        △77          51             128           -

１株当たり利益 △720.62      △61.26       34.39           95.65           

2010/3 増減率前期比2011/3 2012/3予想

2010/3 前期比2011/3 2012/3予想

20122012年年33月期月期 通期通期業績予想業績予想

2012/3月期 連結業績予想
・売上高および営業利益

東日本大震災による顧客のＩＴ投資への影響が懸念されるなか、
「ＢＣＰ（企業継続計画）」への関心が強くなると想定され、当社グループ
のＩＴマネジメント事業へのニーズは高まるものと見込んでおり、
事業・原価構造の見直し、販管費適正化も着実に進んでいることから、
上表のとおりと計画しております。

・ 経常利益および当期純利益

営業利益までの要因に加え、前期に進めた資産のスリム化、および
事業撤退等の影響により、大きく改善する見通しです。

（単位：億円）

（単位：円）

（単位：億円）


